
 南陽小学校 HP：トップページ｜長崎市立南陽小学校 (nagasaki-city.ed.jp) 

 

 

 

   

３学期始業式を実施しました                           

 令和５年、２０２３年が始まりました。保護者、地域の皆様、本年も本

校教育活動について、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

新年初の登校は、穏やかな冬晴れの中でした。学期初めの荷物が

入ったバッグを少し重そうに提げながらも、どの

子も穏やかな表情でした。中には、私が声を掛け

るより先に、「あけましておめでとうございます。今

年もよろしくお願いします。」と丁寧に新年の挨拶

をしてくれる子もいて、清々しい朝のスタートを切ることができました。 

始業式は、リモートで実施しました。 

式の前に、今学期から転入する３年●●●●さんと、２年●●●●さんの紹介をしました。転入日早々に全

校に向けてリモートで話すことは緊張したようですが、しっかりと自己紹介ができました。野球クラブで顔見知

りの●●●●さんは、一緒に登校し、校門で私と引き合わせてくれました。２人にとっても私にとっても有難い

サポートでした。 

式が始まり、校長講話では、下のスライドを使って話をしました。 

まず今年の干支「癸卯」の意味を伝えました。解釈は諸説あると思いますが、子どもたちが前向きに受け止

められるものを引用しました。 

話の柱１では、長崎県のＨＰから引用した新型コロ

ナウイルス感染者数のグラフによって第８派のまった

だ中にあることを示し、感染予防対策の継続を呼び

かけました。 

柱２では、学校教育目標と合言葉を確認した後に、３学期はどんな意味をもつ学期であるか、またそこで何

をすべきかを述べて話を終わりました。午後の職員会議でも共通理解したのですが、全ての子どもたちと全て
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の学級は、確実に成長しています。周りの大人が認める褒めることで、その成長を自分が、または自分たちが

理解する。ここを踏まえて次のステージでの自分の姿に思いをはせ、卒業、修了に向かってほしいと思ってい

ます。 

  児童代表の言葉では、３年ｌ組大●●●●さんが、冬休み中の楽しかった

思い出としてサッカーでの活躍等を、また学習についての行動目標として話

合い活動への取り組み方等を発表しました。３年２組飯●●●●さんは、２学

期に頑張ったこととして積極的に手を挙げて学習内容がより分かるようにな

ったことと、さらに姿勢よく学習に取り組んで「かっこいい４年生」になりたい

と述べました。３年生の二人とも、原稿を見ることなくとてもスムーズに発表で

きました。 

  最後の６年２組得●●●●さんは、卒業まで残り３か月となったが、まだ自分の課題を達成できていないと

振り返り、残りの日々の中で学習面生活面とも周りが驚くほど向上し、下学年にお手本を示したいと述べまし

た。最後まで自分を向上させていこうとする強い気持ちと、最高学年ならではの自覚が強く感じられる発表

で、お世辞抜きに感動を覚えました。 

   

始業式後は年の初めの大掃除に取り組み、清々しい生活環境を整えました。 

学級活動では、３学期の予定を確認したり、修了式、卒業式をひかえた３学期に目指す個人や学級の姿を

確認したりしていました。 

 

３学期は、登校する日が１年～４年生は５１日、５年生は５２日、６年生は４７日と少ない学期です。しか

し、発表してくれた３人のように、最後の最後まで子どもたちの伸びようとする意欲を支え続けていきたい

と考えています。保護者、地域の皆様のご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 


